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令和7年の研究会の製図解説は、以下の予定です。

研究会の予測課題は、毎年３課題であるが、その３課題で本試験に対して
80％以上が的中しています。

7/26（土）：R7製図課題の所見

8/11（月）：１回目予測課題

8/18（月）：１回目予測課題の解答

8/25（月）：２回目予測課題

9/1（月） ：２回目予測課題の解答

9/8（月）：３回目予測課題、計画の要点まとめ（丸暗記）

9/15（月）：３回目予測課題の解答

9/22（月）：合格するためのＲ7総括（重要）
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研究会は、令和7年も予測課題が80％以上的中するために全力を尽くしま
す。

下表、令和6年の研究会の予測3課題は、この３課題だけで80％以上的中
しました。

この表は、研究会のホームページで公開しています。
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製図試験の合格者の占有率は、大手資格学校（Ｓ社、Ｎ社）が約９割を占

めます。

平成27年の製図合格者は、3,774名であり、そのうち、大手資格学校の合

格占有率は、Ｓ社が57％（2,149名）、Ｎ社が30％（1,145名）、その他が13％

（480名）です。

近年、合格者を公開していないが、ほぼこの傾向に近い数値になっている

と推定します。
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製図試験の合格率は、令和6年も令和5年も令和4年も約33％です。

前述したように、全体の約９割がＳ社とＮ社の合格者が占めているので、

製図試験の合格率33％なら両社の合格率も約33％となっていると推定で

きます。

製図試験の合格発表では、資格学校から「合格占有率」が公表されている

が、これは受講者が多いと数値も高いので、合格率と勘違いしないように

して下さい。

つまり合格するには、資格学校内の33％に入る必要があります。

この現実は、資格学校では説明されません、受講者平等性から全員が同

じ授業を受けて、実は3人に2人は落ちるなどとは言えないからです。

なお、製図試験に落ちた方は、資格学校の最高のお客様（長期製図講座

の受講者）になるということも理解して下さい。
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研究会の予測課題3案は、本試験課題に対して9年連続で80％以上的中
しました。

この表は、令和6年の研究会の予測課題およびＳ社とＮ社の予測課題を一
覧表にまとめたものです。

多くの受験者は、Ｓ社かＮ社のどちらかの資格学校へ通学しています。

ただし、その両方の課題を把握することは、難しい状況となります。

研究会は、会員のご支援により、その両方を把握して一覧表としています。

どちらかに通学されている方が、今の課題は、他社の課題も含めて、どのよ
うな内容であるかを把握して、令和6年の試験へ臨むかを判断する一助に
なれれば幸いです。

以上で1級建築士の製図試験における、「令和7年、製図講座の全体工程」
の解説を終了します。


